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 ①餃子
1月後半新聞各紙を賑わせた中国産天洋食品製冷凍餃子｡誰が何のために混入させたのかﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ｡混
入経路を巡って政府見解が食い違っていたが､8月上旬中国国内で天洋食品製冷凍餃子を食べた中毒患
者が現れた事が発覚し中国政府の態度が一変｡北京五輪への影響を懸念してか『中国外務省は6日､製
造元の｢天洋食品｣が事件後に回収した餃子が中国国内で流通し､6月中旬､有機ﾘﾝ系殺虫剤ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽに
よる被害が出ていたことを初めて公式に認め』(読売新聞)正式な謝罪と相成った訳ですが､そもそも洞爺
湖ｻﾐｯﾄ前には｢中国政府が通報してきた際､『捜査の途中経過なので公表しないでほしい』と言ってきた｣
(高村外相談｡)らしく､つまり中国政府に『恩を着せた』もっと言えば､最近では珍しく中国から1本取ったとも
言える訳で去年の日本政府の一番の活躍だったとも言える一件でした｡
 ②洞爺湖ｻﾐｯﾄ
議題は､価格高騰､ｲﾝﾌﾚ対策､食糧危機､環境問題と多岐に渡るが､私的意見としてこんな途方もなく大き
な問題をたった4日間で結論を導き出すのは至難の業だと思う訳なんですが､一般的には成功したと言わ
れてます｡ﾄﾞｰﾃﾞもいい話ですが6月からの洞爺湖近辺の警護はものすごいものがありました｡あんな片田
舎を警備するのに全国からあんなに警官を動因する必要があったのでしょうか?かえって他の地域の治安
悪化には繋がらなかったんでしょうか?7月頃釣りをしに尻別川へ行った折､禁漁河川で釣りをするｵﾔｼﾞと
談笑してる警察の方(恐らく他県からの応援)を見ましたが如何なんでしょう?
 ③北京五輪
またしても中国｡4年に一度の平和の祭典のはずが､ﾁﾍﾞｯﾄ問題への対応がｱﾒﾘｶ･ﾌﾗﾝｽ等西側の国々から
反感を買い､ﾎﾞｲｺｯﾄなどという動きも見られたが無事に開幕｡獲得ﾒﾀﾞﾙ数100=世界2位(金ﾒﾀﾞﾙ51=世界1
位)中国としては大成功に終る｡日本はといいますとあまり良い結果には終らなかった反省の多いｵﾘﾝﾋﾟｯｸ
だったのではないでしょうか?個人的に1番印象に残ったのはｼﾞﾐｰ･ﾍﾟｲｼﾞだけですね｡
 ④金融危機
2008年はこれに止め刺すのでは無いでしょうか｡1月には原油先物相場が急騰｡1ﾊﾞﾚﾙ=100.00ﾄﾞﾙを記録｡
7月には147.27ﾄﾞﾙの史上最高値をﾏｰｸ｡物価高はこれを景気に下落局面に入ったものの9月にはﾘｰﾏﾝ･ﾌﾞ
ﾗｻﾞｰｽﾞが経営破綻｡日経平均も7000円が目前に｡世界恐慌の再来となっております｡
 この未曾有の危機的状況に今年は1月に史上初のｱﾒﾘｶ黒人大統領が誕生します｡日本ではますます危
機的状況に陥る麻生総理大臣が政権を担っていくでしょう（誰もそう思っていない）。中国の勢いは今年も
世界を席巻するでしょう｡今年は変化を予兆させる1年になりそうですが2009年はもっと明るい話題で総括
できるような1年であって欲しいと願っています｡
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　新年明けましておめでとうございます。混迷の内に暮れた2008年を振り返ってみると､『ﾏﾈｰｹﾞｰﾑの饗
宴が終わって勘定書が廻ってきたら､日米欧など各国は現在の損切りで約1.5兆ドルの途方も無い請求
額を払うことになった｡(これより多い数字になる可能性は大きい)実体経済として､つまり1年間のGDPは
56兆ﾄﾞﾙ､金融経済はその4倍(224兆ﾄﾞﾙ)そして､ﾚﾊﾞﾚｯｼﾞ(てこ)をかけたﾊﾞｰﾁｬﾙ経済はざっと560兆ﾄﾞﾙ｡
それが世界中にｳｲﾙｽのように伝播しｸﾗｯｼｭした。米国経済はほぼこの比率､実体経済：金融経済：バー
チャル経済がそれぞれ1：4：10で「金融立国」の春を謳歌した。ﾄﾚｰﾀﾞｰのような学者が時代の寵児となり
天文学的な利益をはじき出した。しかし､投資銀行のﾄﾚｰﾀﾞｰがいくらｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰを駆使しても新しい付加
価値は生まれるはずが無い。実体と乖離した超ﾊﾞﾌﾞﾙが弾けるのは当然の帰結だった』…(2008年12月
ｻﾝﾎｰｽｻﾌﾟﾘより抜粋) 世界経済とはあまり縁の無い当社としましては､物づくりの実物経済が復権を果
たして､ｺﾂｺﾂ額に汗して働く者が報われる世の中になることを切に願うばかりです。
　さて明けて2009年ですが、我々を取り巻く環境が好転する要素は何も見当たりません。しかしながら、
決して不況を言い訳にしてはならないと思います、不況こそ努力のしがいのある時はない、不況の時に
真の顧客ニーズが見えてくる。人間が、空気や水によって生かされてるように、企業もそれぞれの顧客
によって生かされている。「顧客のいない企業」など存在しない。 「お客様のために」が会社のためにな
る…今の不況を常態だと思い来る日も来る日も寝ても覚めても、顧客から強く支持されるにはどうする
のかを問い、本当に顧客ﾆｰｽﾞに立ち返る経営をしなければなりません。お客様を想い、商品を磨き、
ｻｰﾋﾞｽを磨き、人材を磨き、提案力を磨き、販売力を磨き、納期を磨き、全ての戦力戦術を磨いて、戦っ
ていかなければ、生き残ることも新たなる成長を勝ち獲ることもできません。ただ滅ぶのみです。 年初
に当り、社員一同、決意を新たにして邁進していきますので、何卒、倍旧のお引立てを賜わります様に
お願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　苅山 忠士

　森忠新聞編集部よりH21年の期待と抱負の一文をとの事。毎日無い頭で考えていましたがあまり明る
い話が浮かんできません。新聞・TV等で報道もされている様に、100年に一度の大恐慌かという話もあ
るくらいです。でも世の中少々(?)の上り下りは、今まで沢山有った事を踏まえても踏まれても蹴られても
雑草や石ころの様にお客様と共に何が何でも生き抜く覚悟です。さてH21年度はお客様の様々のﾆｰｽﾞ
と期待に今以上に応える為、在庫の充実、ｶﾀﾛｸﾞ等の用意、電話相談での使用方法・使用目的・適切な
品物の選定など、的確に迅速に返答できるよう社員教育を充実させて行きます。
　団塊世代の私が持っている物(?)を少しでも次世代へ引き継ぎたいたいと思ってます。そこから初めて
お客様から、森忠なら森忠だからと選ばれる会社に少しでも近づく会社にできると思っています(します)
 最後にH20年度はお客様方には大変お世話になりました。この御恩は仕事で還したいと思ってます。ﾋﾟ
ﾝﾁを十分堪能しそこにほんの少しのﾕｰﾓｱを入れ、お客様の笑顔は森忠の喜び(どこかで聞いた事があ
る!!)をﾓｯﾄｰに、ﾋﾟﾝﾁを脱した時の達成感と喜びを夢想してH21度はｶﾞﾝﾊﾞｯﾃ行きます。どうぞ宜しくお願
いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取締役専務　森 仁

 新年明けましておめでとうございます｡旧年中は当社をご利用頂き誠にありがとうございま
した｡謹んで感謝いたしますとともに､本年も皆様への更なるｻｰﾋﾞｽに心がけてまいります
のでより一層のご愛顧のほど宜しくお願い申し上げます｡そして昨年2月よりｽﾀｰﾄいたしま
したこの森忠ﾆｭｰｽも引き続きご愛読下さいますよう宜しくお願いいたします｡昨年一年間を
象徴する漢字「変」。今年も更なる「変」が待ち受けているかも知れませんが、逆風から追
い風へとなる良き「変」を創造していきたいものであります。

2008年日本総括
 皆様にとって2008年は如何だったでしょう?色々あった2008年｡各ﾒﾃﾞｨｱから
今年を象徴するｷｰﾜｰﾄﾞを私(大宮)なりに抽出しまして今年を総括してみたい
と思います｡

【ジャギの独り言・・・】
　ｲﾔ､分かってたｮ､最初から｡多分こうなるんだろうとは｡ｳｽｳｽとね｡ｱｧ何の話かって?先月号の「森ﾅﾝﾄｶ
新聞」でCMされた「北斗の拳ｽｹｰﾙ」の話さ｡嫌な予感はしてたんだよ｡ほんとにさ｡まｧ､絶大な人気を誇る
「北斗の拳」だ､支持者は多いよな｡まｧ考えたﾔﾂのｾﾝｽは認めるだろうな」って希望を持ってたんだけど
さ｡案の定､この「森ﾅﾝﾄｶ」､ｱｧ､これなんて読むんだ?「ﾓﾘﾁｭｳ?」まぁ､読み方なんて何だっていいけどよ｡
　「ｳﾁも売ってみようか?」なんて仕入れちまいやがった｡24個も｡その24個の中身はさ､選べねｪんだとよ｡
どうしても俺が4個入っちまうらしい｡ﾔﾘ方がﾔらしいよな｡そんなことまでして俺を追い詰めたいかね｡もう
十分に嫌われてるのは知ってるから､ﾊﾟﾁｽﾛでもおとなしくｹﾝｼﾛｳに負けてやってるじゃねｪか｡
出来のいい兄弟持つのも大変なんだよ｡少しはこっちの身になれってんだ｡世界の王にまでなっちゃう兄
貴?相手に触らないのにﾌﾞｯ飛ばせるっておかしいだろ?2番目の兄貴はいつもﾆｺﾆｺ｡怒ったことが無いっ
て男として何か足りねｪﾀﾞﾛ｡弟だってこれまたすげｪんだ｡一子相伝の北斗神拳の伝承者ときたもんだ｡そ
んなﾔﾂら相手にさ､銃でも針でも使わなきｬ相手できるわけ無いﾀﾞﾛ?予想通り売れ残ってるよ､俺がさ｡誰
も見向きゃしねｪ｡最初から分かってたことﾀﾞﾛ?こんなこと｡しまいにｬ誰もが俺を見ながら「ｱｧ､やっぱり」だ
とﾖ。なんだよ「やっぱり」って､秘孔ついちまうぞ､ｺﾗ｡
まｧ､ｱﾚだよな｡ちょっとだけ嬉しいってｲﾔｧ､俺の次に
ｹﾝｼﾛｳが人気無ｪって分かったのだけがせめてもの
　　　　　　　　　救いだよな｡兄より優れた弟など存在
　　　　　　　　　しねｪんだﾖ
　　　　　　　　　(←誰か買ってあげて下さい…編集部)

森　　忠
札幌市白石区北郷3条2丁目1-3

TEL(011)876-1133　FAX(011)876-1144
URL：www.morichu.jp

MORICHU

森
忠


